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説明内容

１．地域ワーキングの趣旨と討議内容
（第３回地域ワーキングの内容、客観的評価マニュアルの概要）

２．「地域の声」「地域の重点項目」
のとりまとめ結果

（「地域の声」とりまとめ結果、パンフレット掲載イメージ

「地域の重点項目」とりまとめ結果）

３．客観的評価マニュアルによる事業の評価

４．今後の予定
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１. 地域ワーキングの趣旨と討議内容



１.1 地域ワーキングの役割

4

地域における道路に関する意見徴収
地域
WG

地域の声として整理

地域の重点項目として設定

地域の声のうち、
特に重要な内容を
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１.2 第４回地域ワーキングの趣旨と討議内容

地域ワーキング（ＷＧ） 主なＷＧの内容

第１回地域ＷＧ
令和4年8月9日開催

各委員から管内道路の課題等に関する意見をいただく

第２回地域ＷＧ
令和4年10月13日

第１回ＷＧで出た意見をもとに、「地域の声（案）」、客観
的評価マニュアルの「地域の重点項目（案）」を作成・提
示し、各委員から意見をいただく

第３回地域ＷＧ
令和４年11月24日

第２回ＷＧで出た意見をもとに、「地域の声」や「地域の
重点項目」を報告するとともに、地域の課題を解消する
事業中箇所を紹介

第４回地域ＷＧ
令和４年12月21日予定

アクションプログラム2023（案）の報告
(「地域の声」、「地域の重点項目」、事業評価結果、

アクションプログラム掲載の代表事業)今回

※「地域の声」：地域ワーキングで伺った意見をもとにまとめる、
地域課題やその課題を踏まえた今後の道路整備についての意見。
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２. 「地域の声」・「地域の重点項目」
のとりまとめ結果



２.1 「地域の声」（前文）のとりまとめ結果
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地域別アクションプログラム（甲賀土木事務所）

甲賀地域（甲賀市・湖南市）は、東西方向に新名神高速道路、国道1号、国道422号
等が南北方向には国道307号、彦根八日市甲西線等の幹線道路が通過する交通の要衝
です。また、近年では国道1号栗東水口道路や水口道路がの供用（平成28年3月）さ
れるとともにのほか、地域高規格道路の調査区間となっている新広域道路交通計画に
おいて高規格道路に位置付けられているとなっている「名神名阪連絡道路」が国のが
定める重要物流道路に指定されるなど、事業化にへ向けた進展がみられるなど、新た
な幹線道路網の整備による地域の活性化が期待されています。
一方でインターチェンジや鉄道駅、工業団地へのアクセス道路では未整備区間が残

っています。また、通学路の整備をはじめ、高齢者や障害がいのある方などあらゆる
人が安全で安心して利用できる歩道整備の推進や、近年のサイクルツーリズムを背景
とした自転車の利用のための自転車走行環境の整備も望まれています。
アクションプログラムの見直しにあたり、令和4年8月から4回にわたり地域ワーキ

ングを開催しました。ここでは、地域の課題の抽出やその課題を踏まえた今後の道路
整備について、様々な立場の委員の皆様から意見を頂いてきました。これらを以下の
６項目を「地域の声」として以下の６項目に取りまとめ、今後の地域の道路整備にお
ける礎とします。



２.2 「地域の声」のとりまとめ結果
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地域別アクションプログラム(甲賀土木事務所)
地域の声

１．災害に強い道路整備

近年、地震や大雨・大雪などによる自然災害が全国的
に多発、激甚化しています。行政間で連携を図り、ソフ
ト対策と合わせて、適切に維持管理を行い、災害の未然
防止、早期復興に資する災害に強い道づくりが必要です
。

：アンダーライン箇所は地域ＷＧにて
委員の皆様から頂いた意見を反映



２.2 「地域の声」のとりまとめ結果
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地域別アクションプログラム(甲賀土木事務所)
地域の声

２．広域的な連携を強化する
ネットワークの整備

甲賀地域では新名神高速道路の開通や国道１号バイパ
スの供用により広域交通の利便性が向上していますが、
他地域との広域連携によるさらなる地域活性化を図るた
め、インターチェンジや鉄道駅などの交通結節点へのア
クセス道路および幹線道路を補完する地域内道路補助幹
線道路の整備が望まれます。

：アンダーライン箇所は地域ＷＧにて
委員の皆様から頂いた意見を反映



２.2 「地域の声」のとりまとめ結果
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地域別アクションプログラム(甲賀土木事務所)
地域の声

３．物流を支えるネットワークの整備

甲賀地域は、滋賀県内で最も多くの事業所が立地して
おり、地域経済を牽引していますが、工業団地と広域の
幹線道路を連絡する一部ルートで大型車が生活道路を通
行せざるを得ない状況がみられます。物流を支える道路
整備を推進し、地域の安全確保と更なる企業立地の進展
を支援するための幹線道路網の整備が望まれます。

：アンダーライン箇所は地域ＷＧにて
委員の皆様から頂いた意見を反映



２.2 「地域の声」のとりまとめ結果
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地域別アクションプログラム(甲賀土木事務所)
地域の声

４．渋滞のないｽﾑｰｽﾞなﾈｯﾄﾜｰｸの整備

甲賀地域では、幹線道路における車線数不足や朝夕ピ
ーク時に慢性的な渋滞が発生しています。地域経済の更
なる発展や観光振興を図るため、渋滞のないスムーズな
ネットワーク整備が望まれます。

：アンダーライン箇所は地域ＷＧにて
委員の皆様から頂いた意見を反映



２.2 「地域の声」のとりまとめ結果
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地域別アクションプログラム(甲賀土木事務所)
地域の声

５．安全・安心な道路空間の創出

交通事故の削減を目指し、行政間で連携し、高齢者・
子ども・障害がいのある方、観光での来訪者など、あら
ゆる人が安全・安心に利用できる歩道整備が望まれます
。

併せて、良好な道路環境を創出するためにも適正な維
持管理が必要です。

：アンダーライン箇所は地域ＷＧにて
委員の皆様から頂いた意見を反映



２.2 「地域の声」のとりまとめ結果
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地域別アクションプログラム(甲賀土木事務所)
地域の声

６．自転車走行環境の整備

甲賀地域では、通学や観光で多くの方が自転車を利用
しています。自転車走行の安全を確保するため、道路空
間の再配分や自転車専用道路整備等による自転車走行環
境の整備が望まれます。

：アンダーライン箇所は地域ＷＧにて
委員の皆様から頂いた意見を反映



２.3 「地域の声」のパンフレット掲載イメージ
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２.4 「地域の声」・「地域の重点項目」
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甲賀地域アクションプログラム
「地域の重点項目」とりまとめ結果

委員のみなさまのご意見を踏まえたとりまとめ結果

アクションプログラム2023

事業の別 「地域の重点項目」(案) 備 考

拠点間
ネットワーク
整備事業

・I.C.や鉄道駅、工業団地への
アクセス道路の整備

・名神高速、新名神高速へのアクセス道路整備
・公共交通の利用を促す鉄道駅へのアクセス道路整備
・物流を支援する工業団地へのアクセス道路整備

・交通渋滞の緩和 ・交通渋滞の緩和に資する道路整備

拠点内
道路空間
整備事業

・通学路の整備 ・通学路の安全確保

・公共施設周辺の
歩道等の整備

・公共施設周辺の歩道整備



３.客観的評価マニュアルによる
事業の評価
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３.1 客観的評価マニュアルの概要

Ⅰ.取組の柱の実現

Ⅱ.その他評価項目

Ⅲ.費用便益比

Ⅱ.その他評価項目

Ⅰ.取組の柱の実現

（現道拡幅、バイパス整備、交通結節点整備、
交差点改良事業を想定）

拠点内道路空間整備

ランクＡ【重点化事業】 ：原則、10箇年間に重点的に整備する事業
ランクＢ【推進検討事業】：事業の推進を検討する事業
ランクＣ【当面保留事業】：現計画のままでは10箇年間に事業化しない事業

（歩道整備、自転車道整備、道路空間再配分を
想定）

拠点間ネットワーク整備

ランクⅠ
(６点以上)

Ⅳ.地域特性 Ⅲ.地域特性

ランクⅡ
(６～３点)

ランクⅢ
(３点未満)

事業の
1次評価

地域特性に与えられた最大２点は、事業の１次評価結果に大きな影響を与える加点要素

最大２点の加点

地域の重点項目
から設定

地域の重点項目
から設定



点数配分
路線①

●●工区
路線②

△△工区
路線③
●工区

9.000

　　(1) 産業活動や地域交流を支える道路整備 3.000
　➀新広域道路交通計画の位置付け 0.500 0.500
　②重要物流道路および代替・補完路の整備 0.500 0.500
　③緊急輸送道路の整備 0.667
　④大型車のすれ違い不能の解消が図れる整備 0.333
　⑤工区の起終点がともに改良済みの道路の整備 0.167
　⑥著しい渋滞を緩和できる整備 0.500 0.500
　⑦ビワイチおよびビワイチプラスに関連する整備 0.333
　　(2) 拠点間のアクセス性を高める道路整備 3.000
　①鉄道や道路との立体交差化を図る整備 0.300 0.300 0.300
　②生活拠点や主要施設へのアクセス道路の整備 0.600 0.600 0.600
　③防災拠点間を結ぶ道路整備 0.600 0.600
　④事故危険箇所における整備 1.500 1.500
　　(3) 気候変動等へ適応した道路整備 3.000
　①地域にとって唯一の道路の整備 0.600
　②事前通行規制区間や防災総点検要対策箇所の改善が図れる整備 1.200 1.200
　③リダンダンシーを確保する道路整備 1.200

2.000
　①地域振興の計画に位置付け 0.250
　②高速道路や直轄国道整備に併せた整備 0.750 0.750
　③市町のまちづくり等と一体となった整備 0.750 0.750
　④環境負荷を低減する整備 0.250

2.000

　①走行改善効果の点数化 2.000

1.000

　①地域の重点項目１(I.C.や鉄道駅、工業団地へのアクセス道路の整備) 0.500 0.500 0.500
　②地域の重点項目２(交通渋滞の緩和) 0.500 0.500 0.500

14.0 6.2 3.1 0.8

ランクⅠ ランクⅡ ランクⅢ

Ⅳ　地域特性　　　　　　　　　　　　　　　

合　計

1次評価結果

評　価　項　目

Ⅰ. 取組みの柱の実現　1. つながる・ひろがる

Ⅱ　その他の評価項目

Ⅲ　費用便益比
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３.2 客観的評価マニュアルの配点(拠点間事業)

路線① ●●工区は
地域の重点項目の加点により
ランクⅡ→Ⅰへ

路線②は
地域の重点項目の加点により
ランクⅢ→Ⅱへ

ランク 点数

Ⅰ ６点以上

Ⅱ
６点未満
３点以上

Ⅲ ３点未満



点数配分
路線①

●●工区
路線②

△△工区
路線③
●工区

　　(1) 人中心の空間創出 4 .000

　➀歩行者人数（歩道整備の場合）

　　 歩行者・自転車交通量
　　（自転車歩行者道整備の場合）

　②自動車交通量 0.235 0.235 0.235

　③通学路等の整備 0.706 0.706

　④自転車走行空間の整備 0.471 0.471

　⑤人と車両との事故状況 0.706

　⑥歩道等の整備状況 0.235 0.235 0.235 0.235

　⑦前後区間の歩道整備状況 0.235

　⑧事故危険箇所における整備 1.176

　　(2) 街並みや沿道環境に調和した道路空間の整備 3 .000

　①環境に配慮した整備 1.000 1.000

　②道路緑化を図る整備 1.000

　③観光資源などの有無 1.000 1.000 1.000

　　(3) マイカーに頼りすぎないための道路整備 3 .000

　①バス路線（コミュニティバス、スクールバス等も含む。）の整備 1.000 1.000 1.000

　②鉄道駅・主要な公共公益施設の有無 2.000

　　(4) 誰もが利用しやすく、人に優しい道路整備 2 .000

　①高齢者や身体障害者等の移動の円滑化を図る歩道等の整備 2.000

1.000

　①歩行者利便増進道路制度の位置付け 0.333

　②快適でにぎわいのある道路空間の整備 0.333 0.333

　③市町のまちづくり等と一体となった整備 0.333

1.000

　③地域の重点項目３(通学路の整備) 0.500 0.500 0.500

　④地域の重点項目４(公共施設周辺の歩道等の整備) 0.500 0.500

14.0 6.2 3.2 0.5

ランクⅠ ランクⅡ ランクⅢ

Ⅱ　その他の評価項目

Ⅲ　地域特性　　　　　　　　　　　　　　　

0.235

合　計

1次評価結果

0.235 0.235 0.235

Ⅰ. 取組みの柱の実現　３. 快適でセーフティ

評価項目
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３.3 客観的評価マニュアルの配点(拠点内事業)

路線① ●●工区は
地域の重点項目の加点により
ランクⅡ→Ⅰへ

路線②は
地域の重点項目の加点により
ランクⅢ→Ⅱへ

ランク 点数

Ⅰ ６点以上

Ⅱ
６点未満
３点以上

Ⅲ ３点未満
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３.4 拠点間ネットワーク事業(案)の1次評価結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

国道307号

勅旨・長野工区

国道307号

長野・江田工区

木津信楽線

杉山工区

竜王石部線

菩提寺・石部工区

土山蒲生

近江八幡線

頓宮工区

甲南阿山

伊賀線

新治北工区

甲南阿山

伊賀線

新治南工区

水口甲南線

稗谷・葛木工区

杉谷嶬峨線

稗谷・深川工区

　　(1) 産業活動や地域交流を支える道路整備

　➀新広域道路交通計画の位置付け

　②重要物流道路および代替・補完路の整備

　③緊急輸送道路の整備

　④大型車のすれ違い不能の解消が図れる整備 ● ● ● ● ● ●
　⑤工区の起終点がともに改良済みの道路の整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　⑥著しい渋滞を緩和できる整備

　⑦ビワイチおよびビワイチプラスに関連する整備

　　(2) 拠点間のアクセス性を高める道路整備

　①鉄道や道路との立体交差化を図る整備

　②生活拠点や主要施設へのアクセス道路の整備 ● ● ● ● ● ● ●
　③防災拠点間を結ぶ道路整備 ● ●
　④事故危険箇所における整備

　　(3) 気候変動等へ適応した道路整備

　①地域にとって唯一の道路の整備 ●
　②事前通行規制区間や防災総点検要対策箇所の改善が図れる整備

　③リダンダンシーを確保する道路整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　①地域振興の計画に位置付け ● ● ●
　②高速道路や直轄国道整備に併せた整備

　③市町のまちづくり等と一体となった整備 ●
　④環境負荷を低減する整備

　①走行改善効果の点数化 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　①地域の重点項目１
　　　　（I.C.や鉄道駅、工業団地へのアクセス道路の整備） ● ● ● ● ● ● ● ●

　②地域の重点項目２（交通渋滞の緩和） ● ● ●

ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ

整理番号

1次評価結果

評価項目　／　路線名・工区名

Ⅰ. 取組みの柱の実現　1. つながる・ひろがる

Ⅱ　その他の評価項目

Ⅲ　費用便益比

Ⅳ　地域特性　　　　　　　　　　　　　　　
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３.4 拠点間ネットワーク事業(案)の1次評価結果
⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

杉谷嶬峨線

深川工区

増田水口線

松尾工区

貴生川停車場線

虫生野工区

水口竜王線

馬場橋工区

石部草津線

石部中央工区

水口竜王線

伴中山工区

泉水口線

泉工区

山名坂線

山工区

草津伊賀線

三雲西工区

　　(1) 産業活動や地域交流を支える道路整備

　➀新広域道路交通計画の位置付け

　②重要物流道路および代替・補完路の整備 ● ●
　③緊急輸送道路の整備 ●
　④大型車のすれ違い不能の解消が図れる整備 ● ● ● ●
　⑤工区の起終点がともに改良済みの道路の整備 ● ● ● ● ● ● ● ●
　⑥著しい渋滞を緩和できる整備

　⑦ビワイチおよびビワイチプラスに関連する整備 ● ●
　　(2) 拠点間のアクセス性を高める道路整備

　①鉄道や道路との立体交差化を図る整備

　②生活拠点や主要施設へのアクセス道路の整備 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
　③防災拠点間を結ぶ道路整備 ● ●
　④事故危険箇所における整備

　　(3) 気候変動等へ適応した道路整備

　①地域にとって唯一の道路の整備

　②事前通行規制区間や防災総点検要対策箇所の改善が図れる整備

　③リダンダンシーを確保する道路整備 ● ● ● ●

　①地域振興の計画に位置付け

　②高速道路や直轄国道整備に併せた整備

　③市町のまちづくり等と一体となった整備 ●
　④環境負荷を低減する整備

　①走行改善効果の点数化 ● ● ● ●

　①地域の重点項目１
　　　　（I.C.や鉄道駅、工業団地へのアクセス道路の整備） ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　②地域の重点項目２（交通渋滞の緩和） ● ● ● ●

ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅢ ランクⅢ ランクⅡ ランクⅢ ランクⅡ

整理番号

1次評価結果

評価項目　／　路線名・工区名

Ⅰ. 取組みの柱の実現　1. つながる・ひろがる

Ⅱ　その他の評価項目

Ⅲ　費用便益比

Ⅳ　地域特性　　　　　　　　　　　　　　　
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３.5 拠点間ネットワーク事業(案)の分布

拠点間ネットワーク事業

13 15

14

16

18

617
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３.6 拠点間ネットワーク事業(案)の代表事業
（地域の重点項目）
１．I.C.や鉄道駅、工業団地への

アクセス道路の整備
国道３０７号
長野・江田工区

事業概要
・内容…バイパス整備
・延長…1.7km
整備効果
・現国道307号の渋滞緩和
・鉄道駅（信楽高原鉄道）へ

のアクセス

ランクⅡ
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３.6 拠点間ネットワーク事業(案)の代表事業
（地域の重点項目）
２．交通渋滞の緩和

竜王石部線
菩提寺・石部工区

事業概要
・内容…バイパス整備
・延長…0.7km
整備効果
・現竜王石部線（中郡橋）の

渋滞緩和
・鉄道駅（JR石部駅）への
アクセス

ランクⅡ
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３.7 拠点内道路空間事業(案)の総合評価結果
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

草津伊賀線

野田・池田工区

草津伊賀線

三大寺工区

竜王石部線

菩提寺工区

甲賀土山線
鳥居野・小佐治

工区

野洲甲西線

正福寺工区

甲南阿山伊賀線

杉谷工区

東湯舟甲賀線

高嶺・和田工区

石部草津線

宝来坂工区

　　(1) 人中心の空間創出

　➀歩行者人数（歩道整備の場合）

　　 歩行者・自転車交通量
　　（自転車歩行者道整備の場合）

　②自動車交通量 ● ● ● ● ● ● ● ●

　③通学路等の整備 ● ● ● ● ● ● ● ●

　④自転車走行空間の整備

　⑤人と車両との事故状況

　⑥歩道等の整備状況 ● ● ● ● ● ● ● ●

　⑦前後区間の歩道整備状況 ● ● ● ● ● ● ●

　⑧事故危険箇所における整備 ●

　　(2) 街並みや沿道環境に調和した道路空間の整備

　①環境に配慮した整備 ● ● ● ● ● ● ● ●

　②道路緑化を図る整備

　③観光資源などの有無 ●

　　(3) マイカーに頼りすぎないための道路整備

　①バス路線（コミュニティバス、スクールバス等も含む。）の整備 ● ● ● ● ● ●

　②鉄道駅・主要な公共公益施設の有無 ● ● ● ● ●

　　(4) 誰もが利用しやすく、人に優しい道路整備

　①高齢者や身体障害者等の移動の円滑化を図る歩道等の整備

　①歩行者利便増進道路制度の位置付け

　②快適でにぎわいのある道路空間の整備

　③市町のまちづくり等と一体となった整備 ● ●

　③地域の重点項目３(通学路の整備) ● ● ● ● ● ● ● ●

　④地域の重点項目４(公共施設周辺の歩道等の整備) ● ● ●

ランクⅠ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅠ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅠ

整理番号

Ⅱ　その他の評価項目

● ●

評価項目　／　路線名・工区名

Ⅰ. 取組みの柱の実現　３. 快適でセーフティ

1次評価結果

●

Ⅲ　地域特性　　　　　　　　　　　　　　　
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３.7 拠点内道路空間事業(案)の総合評価結果
⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

南土山甲賀線

神・鳥居野工区

上馬杉野尻線

野尻工区

草津伊賀線

三雲工区

甲賀土山線

岩室工区

国道422号

江田工区

鮎河猪鼻線

黒川工区

日野徳原線

大野・徳原工区

　　(1) 人中心の空間創出

　➀歩行者人数（歩道整備の場合）

　　 歩行者・自転車交通量
　　（自転車歩行者道整備の場合）

　②自動車交通量 ● ● ● ● ● ● ●

　③通学路等の整備 ● ● ● ●

　④自転車走行空間の整備

　⑤人と車両との事故状況 ● ●

　⑥歩道等の整備状況 ● ● ● ● ● ● ●

　⑦前後区間の歩道整備状況 ● ● ● ● ● ●

　⑧事故危険箇所における整備

　　(2) 街並みや沿道環境に調和した道路空間の整備

　①環境に配慮した整備 ● ● ● ● ● ● ●

　②道路緑化を図る整備

　③観光資源などの有無

　　(3) マイカーに頼りすぎないための道路整備

　①バス路線（コミュニティバス、スクールバス等も含む。）の整備 ● ● ● ● ●

　②鉄道駅・主要な公共公益施設の有無 ● ● ●

　　(4) 誰もが利用しやすく、人に優しい道路整備

　①高齢者や身体障害者等の移動の円滑化を図る歩道等の整備

　①歩行者利便増進道路制度の位置付け

　②快適でにぎわいのある道路空間の整備

　③市町のまちづくり等と一体となった整備

　③地域の重点項目３(通学路の整備) ● ● ● ● ● ● ●

　④地域の重点項目４(公共施設周辺の歩道等の整備) ●

ランクⅠ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ ランクⅡ

整理番号

Ⅱ　その他の評価項目

●

評価項目　／　路線名・工区名

Ⅰ. 取組みの柱の実現　３. 快適でセーフティ

1次評価結果

Ⅲ　地域特性　　　　　　　　　　　　　　　
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３.8 拠点内道路空間整備事業(案)の分布

拠点内空間整備事業
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３.9 拠点内道路空間事業(案)の代表事業
（地域の重点項目）
３．通学路の整備

一般県道 甲賀土山線
鳥居野・小佐治工区

事業概要 整備効果
・内容…歩道整備 ・児童の通学の安全確保
・延長…1.8km

【地域特性】地域の重点項目により設定 ランクⅠ

計画延長 L=1800m

②

①
②②

①
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３.9 拠点内道路空間事業(案)の代表事業
（地域の重点項目）
４．公共施設周辺の歩道等の整備

主要地方道 竜王石部線
菩提寺工区

事業概要 整備効果
・内容…歩道新設および拡幅 ・児童の通学の安全確保
・延長…0.54km

【地域特性】地域の重点項目により設定 ランクⅡ

計画延長 L=540m

①

②

湖南市 菩提寺(ｲﾜﾀﾆﾗﾝﾄﾞ)付近

①



４.今後の予定
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４.1 今後の予定
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令和５年３月（県議会報告）

○アクションプログラム２０２３策定

パンフレットによる公表


